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ディジタル放送では,情報

基盤のブロードバンド化と相

まって,家庭から移動先まで

を包括した多様なサービスを

提供する｡

情報基盤のブロード/〈ンド化の進展や放送のディジタル化など,メディアを巡る環境は著しい変化を遂げている｡放送分野

ではかねてから広帯域情幸馴云送が行われ,映像などの大容量情報力ゞ全国の家庭に配信されてきた｡放送のディジタル化によっ

て高画質･多チャネル化が可能となり,配信される情戟の量的変化がもたらされた｡これに加え,データ放送サービス,双方

向サービスなどの出現により,従来の放送･通信といった枠にとらわれない新たな放送サービスが注目を浴びつつある｡この

ような動向は,特定者を対象とした高付加価値サービスや電子商取引サービス,家庭にとどまらずアウトドアやカーライフを

含むモバイル機器の活用など,個人の生活スタイルを質的に変容させる可能性がある｡

ブロードバンド化が進む中で,物質価値に比べて情報価値が大きい商品やサービスは,ネットワーク上での流通が一般化さ

れやすいと言われている｡放送のディジタル化は,ブロードバンド化の進展と相まって,時間と場所の制約を超えたユビキタ

ス情報社会の要請にこたえるため,情報流通をはじめとして多様なサービスを実現する新たな段階を招来しようとしている｡

日立製作所は,次世代放送サービスに必要な各種規格の標準化策定活動のほか,各種パイロット実験への参画,ディジタル

衛星放送事業への出資,参画を進めている｡これらの活動により,社会生活,個人生活を快適にする新たな放送サービスの実

現を目指す｡

はじめに

1996年に開始されたCS(CommunicationSatellite)ディ

ジタル放送を皮切りに,2000年末からはBS(Broadcasting

Satellite)ディジタル放送が開始された｡2002年春にはこ

の衛星と同一の東経110度の軌道衛星を利用した110度

CSディジタル放送が始まった｡さらに,2003年末には地

上波のディジタル化が進められる予定であり,本格的な

ディジタル放送時代が幕を開けようとしている｡

放送のディジタル化は,高画質･多チャネル化に加え,

データ放送による高機能サービスを可能とした｡また,

特定者への情幸l姻己信や,上り回線を利用した双方向サー

ビスなどもできるようになり,通信としての利用も可能

となってきている｡情報基盤のブロードバンド化が進む

中で,放送と通信の融合サービスの出現により,社会で

の放送サービスのあり方が質的に大きく変わりつつある｡

放送サービスでは,家庭でくつろぎながら番組を視聴

したいという人々の基本的な欲求を充足したうえで,さ
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らに,電子商取引や,アウトドアライフ,カーライフに

まで適用が広がりつつある｡このように,放送のディジ

タル化は情報基盤のブロードバンド化と相まって,｢い

つでも+,｢どこでも+といった要求にこたえ,情報流通

をはじめとした多様なサービスを実現する,新たな段階

を迎えようとしている｡

R立製作所は,関連企業･業界と協力し,次世代放送

サービスに必要な各種規格の標準化策定活動を推進して

いる｡また,全国主要都市に整備された地上波ディジタ

ル放送共同利用施設での実験に加え,ディジタル衛星放

送を用いたサービス関連事業へも出資,参画し,放送サー

ビス事業への対応強化を進めている｡

ここでは,ディジタル放送を利用した新たな放送サー

ビスの動向として,サーバ型放送サービス,携帯電話,

PDA(PersonalDigitalAssistant),カーナビゲーション

などモバイル機器が融合したサービスについて述べる｡

サーバ型放送サービス

2.1サーバ型放送サービスの概要

大容量蓄積横能を持つサーバ型受信機は,インターネッ

トや他の情報家電品との接続機能を生かし,ホームサー

バとしての活用も期待されている｡

このようなサーバ型受信機向けの放送は,｢サーバ型

放送+と呼ばれている(図1,2参照)｡このサーバ型放送

では,映像や音声を含む放送コンテンツ(情報の内容)を,

ハードディスクやリムーバブルメディアなどに暗号化し

⊂コ互≡互:コ

桓亘亘妄≡≡ヨ放送メディア

映像,音声,データ

独自デ冊タ
(ゲーム,音楽など)

データ

インターネットなど

[二重亘垂]

通信メディア

サーバ型受信機

蓄積媒体(HDDなど)

[二重≡亘=]
RMP

リムーバルブメディア
†ッケージメディア

暗号化コンテンソ

(映像,音声,データ)

ホームササバ

鴇能

ホームネットワーク

注:略語説明ほか

RMP〔RightsManagementandProtection;権利保護(著作権などの

権利に関連する情報を制御,管理)〕､HDD(HardDiscDrive)

メタデータ(コンテンツに付加される関連情報;コンテンツ連名.

内容,ジャンル,出演者などコンテンツの属性を記述)

図1サーバ型放送の概念

蓄積媒体を内蔵した受信機に対して,蓄積型の放送サービスを

行う｡著作権保護機能を持つ｡
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図2 サーバ型放送サービスのイメージ

時間や場所の制約を受けずにサービスを享受することができる｡

て蓄積,再生するサービスが実現されようとしている｡

わが国では,ARIB(Association of RadioIndustries

and Businesses:社団法人電波産業会)で標準規格に関

する検討を進めている｡サーバ型放送では,コンテンツ

の権利保護方式や利用条件情報の記述,蓄積利用を想定

した課金方式などといった問題があるため,ARIBは,

国際的な審議機関である"TV Anytime Forum''とも連

携した活動を展開している｡

2.2 想定されるサービス

サーバ型放送では,放送･通信メディアを利用してコ

ンテンツやメタデータを配信することができる｡これらの

情報を蓄積機能を持つ受信機で活用すれば,好みの番組

の自動蓄積や,シーンの検索,ダイジェスト視聴なども

‾iir能となる｡

また,メタデータとして配信される権利情報や課金情

報により,コピー先がセキュリティ対応の機器かどうか

を判断し,視聴期限やコピー回数など,コンテンツの利

用条件を細かく設定することも検討されている｡さらに,

コンテンツをあらかじめ暗号化した状態で蓄積し,視聴

時に暗号を解いて課金することも考えられている｡視聴

者は,権利情報で示されるコンテンツの利用条件を満た

したときに限り,権利情報の範囲内でコンテンツを利用

することができる｡これにより,視聴者の利便性を高め

ると同時に,コンテンツホルダーの権利保護や収益を確

保する｡

このような仕組みを利用し,これまでパッケージで流

通していたビデオや音楽,ゲームなどを家庭に直接配信
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すれば,店舗に行かなくてもコンテンツを得ることがで

きるようになり,時間的な制約なしにサービスが利用で

きる(図2参照)｡

2.3 サービスの実現に向けて

110度CSディジタル放送でサーバ型放送サービスを計

画している株式会社シーエス･ワンテンは,2001年4月

に全l垂1朝日放送株式会社,凸版印刷株式会社,株式会

社朝日新聞社および日立製作所の共同で設立された｡同

年5月にはトヨタ日動車株式会社も株主として加わり,

サービス開始に向けて準備を進めている｡同社は,110

度CSディジタル放送を利用した委託放送事業者として,

トランスポンダ1本の放送枠を保有しており,テレビをポー

タルとした新たなコンテンツ流通サービスの実現にl呂J

けて,メディア横断的な事業展開を計画している｡

モバイル機器との融合サービス

3.1 モバイル融合サービス

上述したサーバ型放送サービスのコンテンツの楽しみ

方のうち,モバイル機器で利用する｢モバイル融合サー

ビス+について以下に述べる｡

モバイル機器でコンテンツを利用する手段としては,

次の二通りが想定される｡

(1)メモリカードなどのブリッジメディアによるコンテ

ンツの移動

(2)モバイル機器による放送･通信のコンテンツ直接受信

(1)のコンテンツの移動に関しては,テレビやSTB

(SeトTopBox)にメモリ カードスロットなどのブリッジ

メディアインタフェースを装備し,コンテンツ出力の機

能を実現する必安がある｡このコンテンツ出力制御は,

STBでサーバ型コンテンツを視聴する際と同様に,コンテ

ンツ利川条件を畑いたアクセス制御によって出力を行う｡

上記のようなサービスを考慮した場合,家庭内やモバ

イル機器の双方で楽しむことのできるコンテンツ(テレ

ビ･STBとモバイル機器の双方でサポートできるメディ

アタイプのコンテンツ)と,モバイル機器専用の2種類の

コンテンツが考えられる｡後者は,コンテンツの受信と

再生･閲覧が時間的(いつでも)にも,空間的(どこでも)

にも異なる場所で行われるという,サーバ型放送特有の

サービスと位置づけることができる(図3参照)｡

3.2 モバイル機器による直接受信

一方,前節(2)のモバイル機器でコンテンツを直接受

信する手段については,今のところ,携帯電話を用いた

コンテンツダウンロード(壁紙･着信メロディーが代表

十
どこでも ストリーム系

携帯テレビ･ラジオ

テレビコマース
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パッケージ

能動的

TI-‾‾‾〆
消費活動

茶の間でのテレビ視聴 ビデオパッケージ

コンテンツ有料化の傾向が大

+一夕屋

良嘗駁妨蓼研

屋内

いつでも-●-

従来の放送が提供するサービス サーバ型放送でねらうサービス

図3 サーバ型放送の位置づけ

サーバ型放送は,従来の放送サービスではカバーしきれていな

かった領域へ,時間的にも空間的にも拡大し,コンテンツの新た

な利用形態を生み出す｡

例)サービスが実用化されている｡今後は,地上波ディ

ジタル放送など,放送メディアによるコンテンツの受信

が想定される｡放送によるコンテンツ直接受信について

は,家庭内と川様に以下の手段があげられる(図4参照)｡

(1)リアルタイムで番組を楽しむ■方法(硯在のテレビ･

ラジオ番組と同じ楽しみ方)

(2)蓄積後にコンテンツを楽しむ方法(サーバ型放送の

モバイル機器による直接受信)

モバイル機器での受信については,家庭への固定受信

を主とした放送サービスの中で,モバイル機器向け放送

サービスの利用帯域をどれだけ確保できるかが今後の課

リアルタイム放1

済

く
/

サ≠バ型放送･通信

境環レ吋/モ

椛

1.‡ぷ

リアルタイム

番組.

あとで何度も楽しむ
コンテンツ.

図4 モバイル受信コンテンツの種別

従来のテレビ･ラジオ番組と同じリアルタイム番組,および視

聴･利用時問にしばられないサーバ型コンテンツがある｡
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誼である｡また,移動環境における受信品質や,データ

の受信方式についても検証の必要がある｡

3.3 モバイル融合サービスにおけるコンテンツのあり方

これまでの放送コンテンツの一般的な楽しみ方は,家

庭や店舗など固定した場所でのテレビ視聴であった｡し

かし,在宅時間の制約などで視聴時間が卜分に確保でき

ない生活事情では,移動中の｢ニッチタイム+や出先の施

設･アトラクションとの融合サービスなど,これまでは

放送サービスを幸一受できなかった環境でのコンテンツ利

用が,今後の新サービスとして求められる(図5参照)｡

ニッチタイムサービスに適したコンテンツ例として,

現在,個別の奇相モバイル機器を川いている音楽やゲー

ムなどのコンテンツのほか,PDAなどで広まりつつあるテ

キスト(ニュースなど)や映像のコンテンツが想定される｡

これらのコンテンツは,エンドユーザーがインターネッ

ト上でコンテンツを探し当て,機器を接続してダウン

ロードするなどして利用されている｡これに対し,放送

によるモバイル融合サービスは,ユーザーがこれらのコ

ンテンツを簡便に利用できるためのアプローチとして有

力な手段と位置づけられる｡

また,モバイル利用のコンテンツの一一つとして,実生

活のさまざまな場所(リアルサイト)で活用できる特定の

＼
■

､こ巨孝
三∴主士タ■･

メディアミックスサービス

テーマパーク

店舗･レストラン

(リアルサイト)

注:略語説明

コンテンツ蓄積サービス(基本サービス)
(バーチャルサイト)

〔蚕〕
サーバ型番組を蓄積

コンテンツを保護
アクセスの制御

内蔵蓄積メティア (再生･外部出力)

.款
ナビゲーション情報や
電子クーポン
(割引･特典)

(消費移動利用)

コンテンツ持ち出しサービス
(ニッチタイム利用)

ノ〆日盟
ホームネットワーク･メディア

7'リンク

PDA 携帯電話 A〉機器 カーナビゲーション

DVD(Digita=/ersatileDisc),CD(CompactDisc)

AV(Audio-Visual)

図5 バーチャルサイトからリアルサイトヘ

家庭のテレビというバーチャルな世界から,移動中の｢ニッチ

タイム+を経てリアルサイトでの消費行動へ誘導していく｡
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データの利用も想定される｡具体的には,放送される番

組で紹介される施設のクーポンや割引チケットデータ,

先行人場券などがあげられる｡このようなデータは,家

庭内や,モバイル機器のバーチャルな情報世界とリアル

サイトとを結び付ける役割を持つものであり,今後の有

力なアプリケーションとして期待できる｡

今後は,これらのアプリケーションを放送番組として

運用するビジネスモデルの構築と,対応機器の普及方法

を検討する必要がある｡

おわりに

ここでは,ディジタル放送を利川した放送サービスの

進展と,家庭や携帯端末などのモバイル機器でのこれら

の柿用について述べた｡)

情報基盤のブロードバンド化の進展と相まって,ディ

ジタル放送では,時間的･空間的制約を超え,個人の快

適さや利便性を求める要求にこたえて,多様なサービス

が提供されつつある｡)

R立製作所は,今後も,社会生活と個人の生活を豊か

で快適にする,新たな放送サービスの実現を日才旨してい

く考えである｡
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